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１．件 名 

伊方発電所第３号機 中央制御室の放射線量測定モニタの指示の上昇について 

２．事象発生の日時 

平成２３年 ３月 ７日 １６時２２分（信号発信） 

３．事象発生の設備 

放射線管理設備 中央制御室エリアモニタ 

４．事象発生時の運転状況 

通常運転中（電気出力９１３ＭＷ） 

５．事象発生の状況 

伊方発電所第３号機は、通常運転中のところ、３月７日１６時２２分、中央制

御室室内の放射線量を測定する放射線監視装置(以下「モニタ」という)の指示が

一時的に約６０μＳｖ／ｈ（警報設定値２．６μＳｖ／ｈ）上昇し、中央制御室

の換気系隔離*１が動作した。 

その後、当該モニタの指示は徐々に低下し、通常の値である０．２μＳｖ／ｈ

に戻った。 

仮設モニタによる中央制御室内の放射線測定結果およびサンプリングしたダ

スト等の放射線測定結果に異常のないこと、仮設モニタによる連続測定が可能と

なったことから、１９時４７分、当該換気系の隔離を解除した。 

また、当該モニタについては、モニタ診断装置＊２による診断の結果では、異常

は確認されなかったが、念のため、仮設モニタでも中央制御室内の放射線量の常

時監視を行うこととし、次回定期検査において、当該モニタの詳細な調査を実施

することとした。 

なお、他のモニタの指示に変化はなく、本事象によるプラント運転への影響お

よび周辺環境への放射能の影響はなかった。 

（添付資料－１） 

＊１ 中央制御室換気系隔離 

中央制御室の給気および排気を停止し中央制御室の空気を循環させる

系統とすること 

＊２ モニタ診断装置 

モニタの入力回路等の故障要因を診断する装置 

６．事象の時系列 

３月７日 

１６時２２分 中央制御室の放射線量高を示す信号発信 
中央制御室換気系隔離動作信号発信 

１６時２９分 当該モニタ指示は徐々に低下し、通常の値である０．２μＳｖ
／ｈに戻っていることを確認し、当該モニタの警報をリセット 

１６時５５分 当該モニタ周辺の放射線量を測定し、異常のないことを確認 

１７時００分 当該モニタ以外の全てのモニタ指示に異常のないことを確認 
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１７時１８分 中央制御室の運転員、作業員の放射線量を測定実施 
（異常なし） 

１７時４７分 中央制御室のダスト、ガス測定実施（異常なし） 

１８時３３分 モニタ診断装置による診断実施（異常なし） 

１８時３６分 仮設モニタ設置 

１９時１２分 当該モニタタッピング調査実施（異常なし） 

１９時１７分 モニタ診断装置による監視強化を行うため、モニタ診断装置
を通常モード(１日に１回診断)から常時監視モード（連続監
視）に変更 

１９時４７分 仮設モニタによる常時監視が可能になったことから、中央制
御室換気系隔離の解除完了 

 

５月 ２日 モニタ診断装置による監視強化の終了 
（第１３回定検のためモニタ診断装置を停止） 

 

５月１８日 信号処理部（レートメータカード，検出器Ｉ／Ｏカード，チ
ャンネル警報カード，ディスプレイカード）の点検を行い、
異常のないことを確認 

 

５月２６日 当該モニタの検出器の取り替えを行い、異常のないことを確認 
取り外した検出器の点検を行い、異常のないことを確認 

 

７月２９日 信号処理部（レートメータカード，検出器Ｉ／Ｏカード）の
取り替えを実施し異常のないことを確認し、通常状態に復旧 

 当該モニタの検出器、信号処理部（レートメータカード，検
出器Ｉ／Ｏカード）の健全性をメーカー工場に送付し、詳細
調査を実施 

 

７．調査結果 

（１）現地調査 

ａ．モニタ診断装置による点検 

モニタ診断装置により、テストパルスによる指示値確認試験，チェックソ

ースによる指示値確認試験および波高弁別レベルの確認等を実施した結果、

異常は認められなかった。 

 

ｂ．タッピングによる試験 

当該モニタ検出器の各部にタッピングによる衝撃を与え、指示値の変動を

確認した結果、３．３５μＳｖ／ｈまで上昇したが、事象発生時のような６

０μＳｖ／ｈまでの上昇は認められなかった。 

（添付資料－２） 

 

ｃ．信号処理部の点検 

第１３回定検（平成２３年４月開始）時に、当該モニタの信号処理部（レ

ートメータカード、検出器Ｉ／Ｏカード、チャンネル警報カード、ディスプ

レイカード）の点検を実施した結果、異常は認められなかった。 
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ｄ．検出器の点検 

第１３回定検（平成２３年４月開始）時に、取り外した検出器の目視点検、

線源校正試験および入出力特性試験等を実施した結果、基準値内であり異常

は認められなかった。 

 

ｅ．モニタ診断装置による常時監視 

モニタ診断装置による監視強化を行うため、事象発生日から当該モニタを

通常モードから常時監視モードに変更しており、事象発生の３月７日から５

月２日までの時点では同様な事象は再発しなかった。 

 

ｆ．当該モニタ周辺状況の調査 

他の作業が当該モニタ（ケーブル、信号処理部）に与えるノイズの有無を

確認するため、事象発生時の３号機での作業を抽出し、作業場所および作業

内容を確認した結果、当該モニタにノイズを与える可能性のある作業（ケー

ブル敷設、溶接作業など）はなかった。 

また、当該モニタ検出器への接触等によるノイズの有無を調査するため、

事象発生時、中央制御室に入室していた作業員から聞き取りを行った結果、

当該モニタ検出器への接触による振動および静電気によるノイズは無かっ

たことを確認した。また、中央制御室に入室していた作業員に放射線同位体

の投与者がいなかったことを確認した。 

 

（２）詳細調査 

取り替えを行った当該モニタの検出器、信号処理部（レートメータカード，

検出器Ｉ／Ｏカード）をメーカー工場に送付し、詳細調査を実施した。 

 

ａ．検出器の詳細調査 

（ａ）外観検査 

外観目視点検の結果、内部部品に損傷、焼損等の異常は認められなか

った。 

 

（ｂ）機能特性試験 

模擬線源で線源校正試験および入出力特性試験（バックグラウンド指

示確認、チェックソース動作確認）等試験を行った結果、異常はなかっ

た。 

 

（ｃ）温度試験 

検出部の環境温度を常温（２０℃）から変化（２０℃→１０℃→０℃

→３０℃→４０℃→５０℃→常温２０℃ １時間保持）させ異常な指示

上昇が無いこと確認した結果、異常は認められなかった。 
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（ｄ）高温エージング試験 

当該検出器の動作保証可能な範囲（０～５０℃）のうち高温条件（５

０℃）で連続８時間の指示確認を行ったが、異常な指示上昇は認められ

なかった。 

 

ｂ．信号処理部の詳細調査 

（ａ）外観目視調査 

外観目視点検の結果、部品等に破損、焼損等の異常は認められなかっ

た。 

 

（ｂ）機能特性試験 

メーカーにおいて発電所と同様な回路構成を模擬した計器ラックに

当該信号処理部（レートメータカード，検出器Ｉ／Ｏカード）を挿入し

て波形観測，入出力特性等の試験を行った結果、異常はなかった。 

 

（ｃ）常温エージング試験・タッピング試験 

実機使用温度と同様の温度（２７℃）にて１００時間のエージング試

験*３を実施したが、事象は再現しなかった。また、当該カードをタッピ

ングしたが、事象は再現しなかった。 

＊３ 運転中と同じ条件にするため、電源を連続投入する試験 

 

（ｄ）再現試験 

前項までの調査、試験で事象が再現しなかったため、当該カードの動

作保証可能な温度範囲（０～５０℃）で試験を実施した。 

・高温エージング試験 

通常よりも高温条件（５０℃）で１００時間の連続通電を行っ

たが、事象は再現しなかった。 

・温度サイクル試験 

０～５０℃／５時間の温度サイクルを１０サイクル与えるこ

とにより事象の再現を試みたが、再現しなかった。 

 

以上より、メーカー工場での調査では事象は再現せず、原因の特定に至らな

かった。 

 

（３）保守状況の調査 

当該モニタは、日常保修点検（１ヶ月点検、６ヶ月点検）および定期点検を

実施しており、至近では３月１日に１ヶ月点検を実施し、異常は認められなか

った。また、第１２回定検（平成２２年１月～３月）時に検出器を取り替えて

いる。 
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８．推定原因 

今回の事象は、当該モニタおよび周辺状況を調査した結果原因の特定に至らな

かった。また、メーカー詳細調査においても再現性が見られないことから当該モ

ニタの一過性の不具合により指示が一時的に上昇したものと推定される。 

 

９．対 策 

（１）当該モニタの検出器、信号処理部品（レートメータカード，検出器Ｉ／Ｏ

カード）を予備品に取り替え、健全性を確認のうえ復旧した。 

 

（２）これまでと同様に、日常保修点検（1ヶ月点検、６ヶ月点検）および定期点検

を実施し、健全性を確認するとともに、運転中のモニタ故障に対応するため、信

号処理部および検出器の予備品を常備しておく。 

 

（３）念のため当該モニタの検出器への接触による振動および静電気によるノイズを

防止するため、注意表示を当該モニタの近傍に掲示した。 

（添付資料－３） 

 

以 上
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添付資料－１ 中央制御室エリアモニタ概要図 

添付資料－２ 中央制御室エリアモニタタッピング試験結果 

添付資料－３ 中央制御室エリアモニタ写真 
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添付資料－３ 

中央制御室エリアモニタ写真 
 

中央制御室エリアモニタ検出部（注意表示） 
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